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経済セミナー連載「実証ビジネス・エコノミクス」  

第 10 回「出店戦略モデルの性質を見極める：動学ゲームの推定［入門編 2］」（2023 年 2・3 月

号掲載）  

 

本文の訂正情報のお知らせ 

2023 年 3 月 21 日 

経済セミナー編集部 

 

 

『経済セミナー』2023 年 2・3 月号掲載の連載「実証ビジネス・エコノミクス」につきま

して、以下のように修正の必要な箇所がございました。御詫びして、以下に訂正いたしま

す。 

 

■ 2023 年 3 月 21 日修正 

 本 連 載 第 10 回 の サ ポ ー ト サ イ ト に ア ッ プ ロ ー ド し て い た 分 析 コ ー ド

「FakeDataGeneration.m」に、６行分のコーディング・エラーがありました（コー

ドの訂正情報は【コチラ】）。 

 連載第 10 回（2023 年２・３月号）の【p.110 の右段】については、以下のように訂

正させて頂きます。修正箇所は、緑色でハイライトしている部分になります。  

 

（以下、訂正情報）  
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https://miniature-handspring-e2e.notion.site/10-2023-2-3-a7f8fd2fe6a34f51af3d2049e6ff5e16
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つまり、状態変数が𝐺00だったときに、企業 1 は 31.46%の確率で新規出店を選び、確率

68.54%の確率で現状維持を選ぶ、ということである。  

さて、ここでいくつかおもしろいパターンが観測されているので、それらを見ていこう。

まず、状態変数が𝐺00の場合の企業 1 と企業 2 の出店する確率の差（企業 1 は 31.46%の確

率で新規出店し、企業 2 は 30.51%の確率で新規出店する）である。今、企業 2 のベース

の利潤（𝜃2）の方が企業 1 のベースの利潤（𝜃1）よりも低いため、企業 2 の方が出店する

確率が低いというのが 1 行目からわかる。同様に、2 行目と 3 行目から、同じような状況

下で企業 1 の撤退確率（18.56%）よりも企業 2 の撤退確率（19.24%）の方が高くなって

いることがわかる。また、たとえば企業２について 1 行目と 5 行目（もしくは 2 行目と 6

行目など）の比較から、景気が悪いときには出店確率は低くなり、撤退確率が高くなるこ

ともわかる。これは、遷移確率が現在の景気の良し悪しを引きずるような設定になってい

るためであると考えられる。つまり𝑝𝐺|𝐺や𝑝𝐵|𝐵が 0.5 以上であるため、ひとたび景気が良く

なれば、しばらくの間は景気が良い状態が続きやすく、追加的に得られる利潤（𝜃4）が見

込まれる可能性が高いためである。さらに、企業 1 であれば 1 行目と 2 行目、企業 2 であ

れば 1 行目と 3 行目の出店確率から、小さいながらもライバルの出店状況が出店確率に影

響を与（以下、111 頁に続く） 

 

（訂正情報、以上）  

 

（次ページに、参考として訂正前の掲載ページを記載しています） 
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（参考）訂正前のページ  

 


